
３ 特別会計の決算内容 

（１） 歳    入 
収入済額は 1,479 億円で、前年度と比べ、192 億円、15.0％の増となっています。 

また、予算現額に対する比較では、３億円の減収となっています。 

収入済額の主なものは、 

県債管理            1,182億円（対前年度170億円、16.8％増） 

総合医療センター資金貸付      23億円（対前年度       皆増） 

流域下水道事業          145億円（対前年度 10億円、 6.2％減） 

などです。  
 

収入未済額は前年度とほぼ同額の 38 億円で、内訳は母子及び寡婦福祉資金貸付事業 4 億円、

中小企業者等支援資金貸付事業等33億円などとなっており、それぞれ生活困窮、経営不振などに

よって発生しているものです。 

（歳入の内訳） （単位：百万円,％）

増減額 伸び率

118,184 118,174 - - - 16,993 16.8%

2,297 2,256 - - - 2,256 皆増

359 372 412 0 - △ 37 △ 9.0%

983 969 5 - - △ 71 △ 6.8%

405 415 45 - - △ 289 △ 41.1%

371 371 6 - - 183 96.9%

1,026 871 21 - - 147 20.3%

529 532 30 - - 34 6.9%

1,630 3,291 3,312 - - 193 6.2%

134 139 - - - 34 31.9%

16,295 14,520 - - 1,796 △ 954 △ 6.2%

6,000 5,967 - - - 756 14.5%

148,212 147,876 3,830 0 1,796 19,245 15.0%

129,380 128,631 3,797 3 2,610

金額Ａ－Ｂ 18,832 19,245 34 △ 2 △ 814

伸率Ａ／Ｂ(%) 14.6% 15.0% 0.9% △ 75.8% △ 31.2%
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＊ それぞれの金額を四捨五入しているため、合計等が合わない場合があります。 

 

 





 
（２） 歳    出 

支出済額は 1,445 億円で、前年度と比べ 197 億円、15.8%の増となっています。 

支出済額の主なものは、 

県債管理            1,182億円（対前年度170億円、16.8％増） 

総合医療センター資金貸付      23億円（対前年度       皆増） 

流域下水道事業           139億円（対前年度  6億円、 4.3％減） 

などです。 
 

翌年度繰越額は 19 億円（対前年度9億円、31.6％減）で、前年度に比べ減少しています。主な

ものでは、流域下水道事業が19億円（対前年度9億円、31.6％減）と減少しています。 
 

不用額は前年度とほぼ同額の 18 億円で、主なものでは、林業改善資金貸付事業が5億円（対前

年度2億円、48.8％増）に増加した一方、流域下水道事業で5億円（対前年度1億円、22.3％減）

に減少しています。 

（歳出の内訳） (単位：百万円、％）

増減額 伸び率

118,184 118,174 - 11 16,993 16.8%

2,297 2,256 - 40 2,256 皆増

359 346 - 13 △ 20 △ 5.5%

983 969 - 14 △ 71 △ 6.8%

405 218 - 186 △ 248 △ 53.2%

371 367 - 3 182 98.6%

1,026 491 - 534 132 36.8%

529 221 - 307 166 302.2%

1,630 1,508 - 123 172 12.9%

134 131 - 2 40 43.3%

16,295 13,854 1,941 500 △ 616 △ 4.3%

6,000 5,967 - 33 756 14.5%

148,212 144,503 1,941 1,768 19,743 15.8%

129,380 124,760 2,839 1,781

 金額 A-B 18,832 19,743 △ 898 △ 14

 伸率 A/B 14.6% 15.8% △ 31.6% △ 0.8%

不用額
支出済額対前年比較

総合医療セ ン ター 資金 貸付
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県 債 管 理
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地 方 卸 売 市 場 事 業

林 業 改 善 資 金 貸 付 事 業

沿岸漁業改善資金貸付事業

中 小 企 業 者 等 支 援 資 金
貸 付 事 業 等

港 湾 整 備 事 業

流 域 下 水 道 事 業

公 共 用 地 先 行 取 得 事 業

計 A
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＊ それぞれの金額を四捨五入しているため、合計等が合わない場合があります。 





用語の説明 

【港湾整備事業】 
      港湾整備及び地域開発のため、港湾改修事業と並行して臨海土地造成事業、埠頭用地造成事業の

実施と港湾施設の維持管理を行う。（対象港：四日市港を除く１９港湾） 
【流域下水道事業】 

      流域下水道法に基づく流域下水道の建設及び下水道施設管理と、２市町以上の汚水を広域的に集
める下水管渠と下水処理場等の整備を行う。 

【公共用地先行取得事業】 
公共事業の実施に必要な用地を確保するため、用地の先行取得を行う。（現在は国直轄事業分の

み実施） 
土地開発基金の管理（基金の運用益の積立等）を行う。 

 
 

 

４ 一般会計・特別会計の収支 
歳入と歳出の差額である形式収支は、一般会計192億円、特別会計34億円で、合わせて226億

円の黒字となり、形式収支から繰り越すべき財源（一般会計132億円、特別会計1億円）を差

し引いた実質収支は、一般会計60億円、特別会計32億円で、合わせて92億円の黒字となってい

ます。 
実質収支額は前年度に比べ、一般会計で 17 億円増加、特別会計で 4 億円減少しています。 

 
（単位：億円）

歳入総額 歳出総額 形式収支
(A) (B) (A-B) 翌年度繰越財源 実質収支

２３年度 7,259 7,080 179 137 43
２４年度 7,297 7,105 192 132 60
増 減 額 38 25 13 △ 4 17
増 減 率 0.5% 0.4% 7.2% △3.1% 39.9%
２３年度 1,286 1,248 39 2 36
２４年度 1,479 1,445 34 1 32
増 減 額 192 197 △ 5 △ 1 △ 4
増 減 率 15.0% 15.8% △12.9% △36.7% △11.4%
２３年度 8,545 8,327 218 139 79
２４年度 8,776 8,550 226 134 92
増 減 額 230 222 8 △ 5 13
増 減 率 2.7% 2.7% 3.6% △3.6% 16.3%
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      ＊それぞれの金額を四捨五入しているため、合計等が合わない場合があります。 

 
【実質収支額の処分】 

一般会計の黒字 60 億円については、地方自治法第233条の2の規定により、29 億9 千万円（黒

字の１/2相当）を、7月31日に財政調整基金
注
に積み立てました。 

（前年度財政調整基金積立額 21億4千万円） 

また、残額の29億8千万円と特別会計の黒字額32億円については、平成25年度に繰り越し

ます。 

 

 

 




